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平成28年２月期 通期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

平成27年４月７日に公表いたしました平成28年２月期（平成27年３月１日～平成28年２月29日）の通期連結業

績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成28年２月期 通期連結業績予想と実績との差異（平成 27 年３月１日～平成 28 年２月 29 日） 

 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 24,468 1,749 1,777 1,130 59.12

今回実績（Ｂ） 21,146 1,530 1,599 1,042 54.55

増減額（Ｂ－Ａ） △3,321 △219 △177 △87 ― 

増減率（％） △13.6％ △12.5％ △10.0％ △7.7％ ― 

(ご参考) 前期実績 
(平成27年２月期) 

21,939 1,648 1,687 1,026 53.68

 

 

２．差異の理由 

当社グループは、国際貨物輸送、通関や配送、さらに３PL（サードパーティー・ロジスティクス）といった一

貫輸送の提案型営業に注力し、新規顧客の獲得と既存顧客の取引拡大に向けて取り組んでまいりました。 

その結果、当連結会計年度では、新規顧客の獲得は順調に推移することとなりましたが、既存顧客においては、

円安による在庫調整、さらに暖冬による季節商品に荷動きが鈍かったことが影響し、国際貨物輸送の取扱高が前

年同期と比較し減少し、前回発表予想を下回る営業収益となりました。 

この環境下、利益の確保に努めるため、前連結会計年度からの仕入コストの低減効果を持続させるとともに、

販売費及び一般管理費の抑制にも取り組んでまいりましたが、営業収益の減少の影響が大きく、営業利益、経常

利益、当期純利益それぞれも前回発表予想を下回る結果となりました。 

 

 

以上  


